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東京三協信用金庫

　理事長　中島　久喜

　皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。平素は格別のご愛顧、ご支援を賜り厚く御礼申し上
げます。大正14年10月に設立した当金庫は、令和7年10月
12日に創立100周年を迎えました。ひとえに地域の皆さまの
ご支援、お力添えの賜物であり、今後も地域社会の発展に
尽力してまいります。
　さて、令和7年度は、米国の関税政策や国際情勢の緊張
による資源価格の高騰が世界経済に大きな影響を及ぼしま
した。国内に目を向けると、秋に発足した高市新政権による
財政出動や戦略投資への期待から、日経平均株価が最高
値を更新するなど、本格的な日本経済の回復が期待される
一方、個人消費では、長期的なインフレ等による食料品価
格の高騰や実質賃金の伸び悩みにより、力強さに欠け、中
小零細企業では、慢性的な人手不足、原材料価格の高騰
に対する価格転嫁の問題など数多くの課題に直面するな
ど、地域経済は、回復には至っておらず、厳しい景況感が続
いております。
　経済・社会の変化とともに多様化する世界のなかで、信用
金庫の原点である顔の見える活動に努め、お客様に寄り添
い、多様なニーズに応えていくことこそが、地域金融機関の
使命と考え、その使命を果たしていく所存です。
　当金庫は、創立100周年という節目から新たな歴史を歩
み始めました。これからも100年200年先の未来へ、お客様と
共に歩んでまいりますので、変わらぬご支援とご高配を賜り
ますよう心からお願い申し上げます。

令和8年7月
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ごあいさつ
■ 東京三協信用金庫について
■ 事業の概況
■ 内部管理体制について
■ 総代会について

3ヵ年計画（令和6年度～令和8年度）
～“つなぐ力”で未来を創る、新たな一歩を～

１．事業者支援
２．預金積金の推進
３．貸出金の推進
４．その他収益力の強化
５．業務プロセスにおける効率化

６．人材育成
７．信用リスク管理
８．手形・小切手の全面電子化
９．リスク管理・法改正対応
10. 100 周年企画

基本方針
国民大衆の金融機関に徹する

常に健全性公共性の維持に努める
絶えず経営の改善に努める

基本方針
国民大衆の金融機関に徹する

常に健全性公共性の維持に努める
絶えず経営の改善に努める

３ヵ年計画の骨子
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地域の皆さまとともに、地域経済の発展に積極的に取り組み
皆さまのご繁栄に役立つ金融機関を目指します。

地域の皆さまとともに、地域経済の発展に積極的に取り組み
皆さまのご繁栄に役立つ金融機関を目指します。

お客様と共に歩んで100年
これからも共に歩む「未来」

預金積金残高：1,938億円
  出資総額：9億円

行動規範『さんきょうの心構え』
～ 4つの“こころ”情熱・使命・絆・志～

　わたしたち東京三協信用金庫の『さんきょうの心構え』は、“魅力ある役職員、魅力ある職場、魅力ある三協”
を実現するための心構えを示しています。すべての役職員は、日々、お客様、地域社会、仲間との関わりの
中で、どのような考えを持ちどのように行動すべきかを自分の“こころ”に問いかけます。

1． お客様への思い　『お客様のお役に立ちたいという “情熱”』
お客様の幸せ・喜び・笑顔のため、ひとりひとりに真摯に向き合い、お客様の期待を超えるサービスの提供
と心のこもった対応、礼儀正しい立ち居振る舞いを実践します。

2． 地域社会への思い　『誠実さ・正直さを追求する “使命”』
すべての役職員はあらゆるルールを遵守し、長い時間をかけて築き上げてきたお客様・地域社会からの信
頼を維持するため、誠実さ・正直さを持って行動します。

3． 仲間への思い　『お互いを認め、敬い、信頼し合う “絆”』
すべての役職員が同じ目的のために働く仲間（チーム）であることを認識し、お互いを思いやること、認め
合うこと、信頼し合うことを大切にします。

4． 仕事への思い　『職責や役割を理解し、高みを目指す “志”』
働くことへの責任や厳しさ、自分に与えられた役割をすべての役職員が理解し、ひとりひとりが更なる知識
の修得に努め、それぞれの立場に求められる役割を誠実に果たします。

こころ

こころ

こころ

こころ
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（令和8年3月31日現在）

お客様・会員
10,259会員
お客様・会員
10,259会員

貸出金残高：1,083億円
課題解決
地域貢献

東京三協信用金庫
12店舗

役職員数188名
地域社会地域社会

お客様と共に歩んで100年
これからも共に歩む「未来」

預金積金残高：1,938億円
  出資総額：9億円

東京三協信用金庫
12店舗

役職員数188名

貸出金残高：1,083億円
課題解決
地域貢献
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創立100周年記念事業

　京王プラザホテルにて、記念式典を執り行い、総代をはじめとした各店舗のお客様や新宿区長、
監督官庁および関係諸団体の皆さま、ＯＢ等約200名の方にお越しいただきました。

■ 創立100周年記念式典

　新宿区の地場産業である、「染色業」支援の一環として、新宿区および新宿区染色協議会にご協
力いただき、本店ビルにて「染の王国　新宿『振袖展示会』」を開催しました。新宿区が保有する振袖を
展示すると共に、女性職員が着用しお客様をお出迎えしました。
　また、10月12日の金庫創立記念日には、新宿区染色協議会協力のもと、「型染め体験会」を開催し、
多くのお客様にご来場いただきました。今後も地場産業発展への支援を継続してまいります。

■ 染の王国 新宿「振袖展示会」

　お子様に楽しんでいただくことを目的として、夜の「サンシャイン水族館」を貸し切ってのツアーを開催
しました。美味しい食事を食べながら、夜の水族館をゆっくりと過ごしていただきました。

■ ファミリー企画「夜のサンシャイン水族館探検ツアー」

　地域の皆さまへの日頃のご愛顧に感謝し、お客様感謝デーとして、ご来店いただいたお客様等に
「今治ミニタオル」をお配りしました。

■ お客様感謝デー

　金庫創立100周年を記念し、記念定期預金「アニバーサリー」を取り扱いました。
　また、令和4年度に取り扱いました、｢懸賞品付定期積金『つなぐ未来～創立100周年に向けて～』」
の抽選会を、お客様にご協力いただき実施しました。

■ 記念商品の取扱い

　武蔵丘ゴルフコースにて、チャリティーゴルフ大会を開催し、お客様、ＯＢ等が参加されました。当日、
ご協力いただきましたチャリティー募金は、高田馬場に拠点をおく、「社会福祉法人日本点字図書館」
へ寄付いたしました。

■ チャリティーゴルフ大会

　記念旅行「北海道2泊3日の旅」を2班構成で実施し、初夏の北海道を巡りました。
■ 記念旅行

東京三協信用金庫について

4月17日
5月14日～16日
5月21日～23日

6月  1日
7月15日

7月18日

9月27日

団体献血
記念旅行「北海道旅行2泊3日の旅」（第１班）
記念旅行「北海道旅行2泊3日の旅」（第２班）
記念ポスター掲示開始
記念定期積金「つなぐ未来～創立100周年
に向けて～」抽選会
金庫創立100周年記念定期預金
「アニバーサリー」取扱開始
物故者慰霊祭

2月28日 ファミリー企画「夜のサンシャイン水族館探検ツアー」（2回目）

10月6日～10日、12日
10月12日

10月14日～17日
10月14日
10月17日
11月12日
11月14日
12月  2日
12月  8日
12月27日

染の王国 新宿「振袖展示会」、型染め体験会
金庫創立100周年
お客様感謝デー　
女性職員制服リニューアル
金庫創立100周年記念式典
新宿区社会福祉協議会へ寄付
日本赤十字社東京都支部へ寄付
さんきょう100周年記念チャリティーゴルフ大会
社会福祉法人日本点字図書館へ寄付
ファミリー企画「夜のサンシャイン水族館探検ツアー」（1回目）

　関東大震災から2年後の大正14年（1925年）10月12日、現在の東京都新宿区域にあたる東京府豊多摩郡戸塚町607番地に
「有限責任戸塚町信用組合」を設立し、当金庫の歴史が始まりました。その後、昭和24年1月に、戸塚町信用組合・東京建築信用購
買利用組合・共隆信用購買利用組合が合併し「東京三協信用組合」を設立、昭和26年10月の信用金庫法施行に伴い「東京三協
信用金庫」に改組しました。
　設立以来、社会情勢、金融情勢には様々な変化がありましたが、創立100周年を迎えることができましたのも、ひとえに、地域の
皆さまからのご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

当金庫は、令和7年10月12日に創立100周年を迎えました　当金庫は、令和7年10月12日に創立100周年を迎えました　

令和7年

令和8年
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第12代理事長に中島久喜常勤理事就任
本店ビル竣工
本店ビルグランドオープン
創立100周年

4年  6月
5年11月
12月

7年10月

有限責任戸塚町信用組合設立
初代組合長に西垣恒矩（農学博士）就任

14年10月
〈大 正〉

西落合支店開設
甲州街道拡幅に伴い新宿支店移転
第5代理事長に一瀬春一専務理事就任
預金積金残高1,000億円達成
旧本店ビル増築
「さんきょう友の会」発会、第1回親睦旅行実施
第6代理事長に宮本基専務理事就任
第7代理事長に津曲兼勇常務理事就任
旧池袋信用組合より事業の譲受
池袋営業部（現：池袋支店）・板橋支店・足立支店を新設
第8代理事長に佐久間島吉常務理事就任
お客様相談センター開設
下落合支店を本店下落合出張所に変更
東伏見支店新築移転オープン
第9代理事長に鳴海克實専務理事就任
本店下落合出張所の窓口営業を終了
井荻駅前支店新築オープン
「若手経営塾 Terra小屋」第1期開塾
足立支店を板橋支店に統合
高井戸支店新築移転オープン
第10代理事長に村田光雄専務理事就任
「第1回ビジネスフォーラム」開催
第11代理事長に吉田進常務理事就任
調布支店新築オープン
預金積金残高1,500億円達成
板橋支店を池袋支店に統合
貸出金残高1,000億円達成

元年10月
　2年  7月
4年  5月
8年  3月
10年12月
11年  2月

4月
13年  4月
14年  6月

16年  6月
17年  4月
18年10月
19年  3月
20年  6月

12月
21年10月

23年12月

24年  6月
　  9月

26年  4月
12月

28年  3月
29年  4月
31年  3月

〈平 成〉

〈令 和〉

第2代組合長に藤倉隆専務理事就任
本店を新宿区戸塚町3丁目74番地より
同町3丁目5番地（現 新宿区高田馬場2丁目）に移転
戸塚町信用組合、東京建築信用購買利用組合、共隆信用
購買利用組合が合併し、名称を東京三協信用組合とする
新宿支店開設
第3代組合長に門廻與勝専務理事就任
信用金庫法施行に伴い、東京三協信用金庫に改組
井荻駅前支店開設
高井戸支店開設
新宿支店お取引先を中心に「三協会」発足
「預金推進委員（現：さんきょう拡充倶楽部）」発会
調布支店開設
旧本店ビル竣工
東伏見支店開設
府中支店開設
日本銀行と当座預金取引開始
日本銀行歳入代理店認可
保谷支店開設
早稲田支店開設
第4代理事長に中野武雄専務理事就任
下落合支店開設
「SBLC（現：ビジネスクラブさんきょう）」発会
鷺宮支店開設

18年  6月
19年  8月

24年  1月

26年  8月
10月

36年10月
39年  5月
41年  8月
43年  3月
44年10月
45年  7月
48年  4月
51年  6月
　12月

52年11月
53年  7月
56年11月
61年12月

63年  3月
7月

〈昭 和〉

沿　革

　金庫創立100周年を記念し、ポスターを作成しました。「100年後も変わらず愛され
る存在であること」をコンセプトに、職員が、お客様・地域への「想い」を綴り、お客様に
ご協力いただき、金庫・職員への「想い」を伝えていた
だきました。作成にあたっては、若手職員を中心とした、
作成グループを立ち上げ、意見を出し合い、デザイン案
を決定しました。
　なお、当記念ポスターは、全国信栄懇話会が主催す
る、第45回信用金庫ＰＲコンクール「ポスター部門」に
て最優秀賞（フコクしんらい生命社長賞）を受賞いたし
ました。

■ 記念ポスター

　金庫創立100周年に合わせ、女性職員の制服をリニューアルしました。新しい制服は、環境に配慮し
たサステナブル素材を採用し、胸元のリボンには、本店所在地である新宿区の花「ツツジ」をあしらい、
「地域のお客さまとの絆を大切にしていきたい」という思いを込めています。
　また、旧制服は、日本リユースシステム株式会社が運営する「古着deワクチン　まごころプロジェクト」
を通じて、再利用・再生され、雇用の創出やラオス政府保健省を通じてのポリオワクチンの提供等に繋
げています。

■ 女性職員制服のリニューアルおよび旧制服の寄贈等

　地域社会の課題解決への支援として、「新宿区社会福祉協議会」「日本赤十字社東京都支部」
「社会福祉法人日本点字図書館」へ寄付いたしました。

■ 諸団体への寄付

　社会貢献活動の一環として、日本赤十字社の協力のもと、本店ビルにて団体献血を実施しました。
■ 団体献血

　金庫創立100周年を記念し、さんきょうの新しいキャラク
ター「さんきょうトリお」が誕生しました！みんなの夢を応
援する３羽のオカメインコ「ほっぷくん」「らふくん」「はぴ
ちゃん」。今後、様々な展開を予定しております。

■ 新キャラクター「さんきょうトリお」誕生

ほっぷくん らふくん はぴちゃん

信用金庫ＰＲコンクール　表彰式の様子
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大正14年（1925年）10月12日
東京都新宿区高田馬場2丁目17番3号
193,806百万円
108,310百万円

：
：
：
：

創 立
本 店 所 在 地
預金積金残高
貸 出 金 残 高

955 百万円
10,259会員
12店舗、店外ATM1箇所
188名

：
：
：
：

出 資 総 額
会 員 数
店 舗 数
常勤役職員数 （令和8年3月31日現在）

金庫概要

主要な事業内容
6. 国債等公共債の引受業務ほか窓口販売業務
7. 保護預りおよび貸金庫業務
8. 保険の募集業務（保険業法に基づく保険募集）
9. 電子債権記録業に係る業務
10. その他法令で定められた付随業務

1. 預金および定期積金の受入
2. 資金の貸付（手形貸付、証書貸付、当座貸越等）および手形の割引
3. 内国為替業務（送金為替、当座振込及び代金取立等）
4. 有価証券投資業務
5. 代理業務
①日本銀行歳入代理店業務
②地方公共団体の公金取扱業務

③株式払込金の受入代理業務及び株式配当金、公社債元利金の支払代理業務
④日本政策金融公庫等の代理貸付業務

金庫の組織図

理 事 長
（代表理事） 中島　久喜

専 務 理 事
（代表理事）

遠藤　豊幸
（事務部担当）

常 務 理 事
（代表理事）

雨宮　正信
（総務部担当）

常 勤 理 事 平川　昌幸
（融資部担当）

常 勤 理 事 矢島　一郎（※1）
（監査部担当）

非常勤監事 田澤　秀人
員 外 監 事 鈴木　信二（※2）
（※1）信用金庫業界の「総代会の機能向上等に

関する業界申し合わせ」に基づく職員外理
事です。

（※2）信用金庫法第32条第5項に定める員外監
事です。

理事・監事の
氏名及び役職名

常 勤 監 事 髙橋　勝

（令和8年6月30日現在）

常 勤 理 事 河島　正日
総合企画部、
業務部担当（　　　　　）

お　客　様

営　　業　　店

総　代　会

理事会

本

店

新
宿
支
店

井
荻
駅
前
支
店

高
井
戸
支
店

調
布
支
店

東
伏
見
支
店

府
中
支
店

保
谷
支
店

早
稲
田
支
店

鷺
宮
支
店

西
落
合
支
店

池
袋
支
店

非常勤監事

員 外 監 事

常 勤 監 事

常 務 理 事

常 勤 理 事

理 事 長

融

資

部

事

務

部

業

務

部

総
合
企
画
部

監

査

部

総

務

部

総
務
担
当

法
務
担
当

人
事
研
修
担
当

庶
務
担
当

事
務
管
理
担
当

事
務
集
中
担
当

シ
ス
テ
ム
担
当

経
理
担
当

業
務
担
当

経
営
支
援
担
当

お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー

審
査
担
当

管
理
担
当

資
産
査
定
担
当

常勤理事会

監 事 会

金

利

委

員

会

経

営

支

援

委

員

会

資

産

査

定

委

員

会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

リ
ス
ク
管
理
委
員
会

部

長

会

専 務 理 事

4月  1日
6月  5日
6月  6日
6月13日
6月20日
9月  1日
9月16日
10月28日
11月10日

令和7年度新入職員入庫式
TKC東京都心会税務相談会
ビジネスクラブさんきょう 総会・勉強会
信用金庫の日 お客様サービスデー
第101期通常総代会
年金予約定期積金「輝き」取扱い開始
第1回 東京チームサポート アシスト会議
小規模事業者持続化補助金ワークショップ
社会福祉協議会へ寄付

11月28日
12月  9日
12月11日

年金の日「さんきょう寄席＆いい未来の相談会」
令和7年度経営内容説明会
ビジネスクラブさんきょう 企業合同忘年会

令和7年

令和8年
1月23日
1月29日
2月10日
2月  5日
～26日
3月12日

出資会員限定定期積金「メンバーズ」取扱い開始
さんきょう友の会 観劇
ビジネスクラブさんきょう 新春講演会・賀詞交歓会

創業スクール【全4回】

第2回 東京チームサポート アシスト会議

令和7年度　1年の歩み

東京三協信用金庫について

※金庫創立100周年記念事業については、3～4ページに掲載しております。
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財務諸表
■第102期  貸借対照表 （令和8年3月31日現在） ■第102期  損益計算書

■第102期  剰余金処分計算書

（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

現　金
預け金
買入金銭債権
有価証券 
　国債
　地方債
　社債
　株式
　その他の証券
貸出金
　割引手形
　手形貸付
　証書貸付
　当座貸越
その他資産 
　未決済為替貸
　信金中金出資金
　前払費用
　未収収益
　その他の資産
有形固定資産
　建物
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
無形固定資産
　ソフトウェア
　その他の無形固定資産
繰延税金資産
債務保証見返
貸倒引当金
　(うち個別貸倒引当金)
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
    

資産の部合計

経常収益   
　資金運用収益
　　貸出金利息
　　預け金利息
　　有価証券利息配当金
　　その他の受入利息
　役務取引等収益
　　受入為替手数料
　　その他の役務収益
　その他業務収益
　　国債等債券償還益
　　その他の業務収益
　その他経常収益
　　償却債権取立益
　　株式等売却益
　　その他の経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　預金利息
　　給付補塡備金繰入額
　　借用金利息
　　その他の支払利息
　役務取引等費用
　　支払為替手数料
　　その他の役務費用

当期未処分剰余金
法定準備金限度超過取崩額
　　　　　　 計 
剰余金処分額
　利益準備金
　普通出資に対する配当金
繰越金（当期末残高）

3,615,013,417
－

3,615,013,417
25,367,965
6,552,500

（年 2.0％）18,815,465
3,589,645,452

2,856
65,362
272

21,893
2,239
5,740
11,254
1,149
1,510

108,310
2

1,091
106,078
1,138
1,488
69
954
9

296
158
9,536
3,310
5,888

5
332
88
80
8

542
390
△199
（△33）

210,541

3,496,910
3,192,428
2,520,676
420,490
191,841
59,419
247,175
70,710
176,465
17,843
657

17,185
39,462
26,190
857

12,413
3,353,518
375,642
360,173
5,090
9,713
665

75,015
16,731
58,284

299,583
297,871

107
1,604

2,514,839
1,431,638
894,380
188,820
88,436
7,234
64,775
6,613
9,812

143,391
33,334
33,334
180
0

180
176,546
49,758
778

50,536
126,009
3,489,003
3,615,013

科目 金額（百万円） 科目 金額（千円）

科目 金額（円）

　その他業務費用
　　国債等債券売却損
　　国債等債券償還損
　　その他の業務費用
　経費
　　人件費
　　物件費
　　税金
　その他経常費用
　　貸倒引当金繰入額
　　貸出金償却
　　株式等売却損
　　その他の経常費用
経常利益
特別利益
　　固定資産処分益
特別損失
　　固定資産処分損
　　その他の特別損失
税引前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
法人税等合計
当期純利益
繰越金（当期首残高）
当期未処分剰余金

科目 金額（千円）科目 金額（百万円）
（資産の部）

預金積金
　当座預金
　普通預金
　貯蓄預金
　通知預金
　定期預金
　定期積金
　その他の預金
借用金
　借入金 
その他負債
　未決済為替借
　未払費用
　給付補塡備金
　未払法人税等
　前受収益
　払戻未済金
　払戻未済持分
　職員預り金
　資産除去債務
　その他の負債
賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
債務保証
負債の部合計
   （純資産の部）
出資金
　普通出資金
利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　特別積立金
　　（NFS 積立金）
　　（事務機械化積立金）
　　（職員教育積立金）
　　（経営安定化積立金）
　　（店舗建築積立金）
　　当期未処分剰余金
処分未済持分
会員勘定合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

193,806
1,823

102,131
91
253

79,348
9,560
596
1,486
1,486
632
75
147
6
42
59
15
0
96
37
151
57
456
141
2
3

1,159
390

198,137
 

955
955
9,953
948
9,005
5,390

（   250）
（     20）
（     20）
（2,000）
（   300）
3,615
△0

10,908
△792
2,287
1,495
12,404
210,541

（負債の部）

　財務状況等のより詳細な情報は、当金庫ホーム
ページに掲載しております、「東京三協信用金庫の
現況のご報告2026【資料編】」をご覧ください。
　また、スマートフォンの方は、右記二次元コードより
ご覧いただけます。

■ 【資料編】のご案内

事業の概況
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　令和7年度は、米国の関税政策や国際情勢の緊張による資源価格の高騰が世界経済に大きな影響を及ぼしました。国内
に目を向けると、秋に発足した高市新政権による財政出動や戦略投資への期待から、日経平均株価が最高値を更新するな
ど、本格的な日本経済の回復が期待される一方、個人消費では、長期的なインフレ等による食料品価格の高騰や実質賃金
の伸び悩みにより、力強さに欠け、中小零細企業では、慢性的な人手不足、原材料価格の高騰に対する価格転嫁の問題な
ど数多くの課題に直面するなど、地域経済は、回復には至っておらず、厳しい景況感が続いております。

　預金積金は、令和7年度に取り扱いました、「金庫創立100周年記念定期預金　アニバーサリー」「出資会員限定金利優遇
定期積金　メンバーズ」等の預金商品を多くのお客様にご契約いただいたことや、事業資金のお預け入れがあり、期末残高は
前期末より38億円増加し1,938億円となりました。
　貸出金は、「課題解決」や「事業性評価融資」の実践等により、様々な資金需要に対応いたしましたが、不動産価格の上昇
に伴う不動産売却による大口融資の返済等の影響により、期末残高は、前期末より8億円減少し1,083億円となりました。

　経済・社会の変化とともに多様化する世界のなかで、信用金庫の原点である顔の見える活動に努め、お客様に寄り添い、多
様なニーズに応えていくことこそが、地域金融機関の使命と考え、その使命を果たしていく所存です。
　当金庫は、創立100周年という節目から新たな歴史を歩み始めました。これからも100年200年先の未来へ、お客様と共に歩
んでまいりますので、変わらぬご支援とご高配を賜りますよう心からお願い申し上げます。

令和7年度の概況

2,000

1,800

1,600

（単位：億円）預金積金の推移 貸出金の推移

1,200

1,000

800

（単位：億円）

600

300

0

（単位：百万円）

損益の推移■ 損益の状況

■ 預金積金・貸出金の状況

　貸出金利息を中心とした資金運用収益の増加により、本
業での収益である業務収益は463百万円の増収となりまし
たが、経費の増加や、金利上昇を見据えた有価証券ポート
フォリオのメンテナンスを実施したことで、業務費用が増加
し、業務純益は、前期より17百万円の減益となる229百万円
となりました。
　また、お取引先の業況悪化に伴う貸出金の償却を行った
こと等により、経常利益143百万円（前期比98百万円減
少）、当期純利益126百万円（前期比50百万円減少）となり
ました。

経常利益 当期純利益業務純益

令和5年度
（令和6年3月末）

1,712
1,739

令和5年度
（令和6年3月末）

1,145 1,131
1,104 1,091

令和5年度

407 431

325

令和6年度
（令和7年3月末）

1,789

1,899

令和6年度
（令和7年3月末）

令和6年度

247 242

176

期末残高平均残高 期末残高平均残高

金融経済環境

業　　　　績

今後の事業の展開と課題

事業の概況

令和7年度
（令和8年3月末）

1,924 1,938

1,075 1,083

令和7年度
（令和8年3月末）

令和7年度

229

143 126
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令和7年度
（令和8年3月期）

10,967

4,350

令和6年度
（令和7年3月期）

10,864

4,364

10.08％

令和5年度
（令和6年3月期）

10,871

5,081

　令和8年3月期の自己資本比率は、前期末より0.13pt上昇し10.08％となりました。国内基準である4％の2倍以上を確保して
おり、当金庫の経営の健全性は十分保たれています。

　債権額に占める金融再生法の開示債権（いわゆる不良債権）の割合は、前期末より0.24ｐｔ低下し1.34％となりました。
　また、不良債権につきましては、担保・保証、引当金により全体の83.79％が保全されており、未保全部分につきましても、特別
積立金等により、十分にカバーされています。

金融再生法開示債権の状況（令和8年3月）
区　分 開示残高（a） 保全額（b）保全率（b/a）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

危険債権

要管理債権

　　三月以上延滞債権

　　貸出条件緩和債権

金融再生法上の不良債権

正常債権

債権額合計

不良債権比率

509

358

593

－

593

1,461

107,314

108,775

1.34%

509

358

357

－

357

1,224

100.00％

99.93％

60.15％

－

60.15％

83.79％

（単位：百万円）

金庫の健全性

※「債権額合計」は、金融再生法上で定められた開示債権の総額であり、「貸出金残高」とは異なります。

自己資本の額および自己資本比率の推移

（％）（百万円）

8.55％

自己資本の額
所要自己資本額
（リスク・アセット等の合計額×4％）
自己資本比率

9.95％

10,000

5,000

0

（単位：百万円）

1,174
2,219

368
3,762

548

4,350

2,305

10,967■ 統合的リスク管理（リスクの定量化）
　当金庫は経営の健全性を維持、確保することを目
的に各種リスクについて、現場で起きている事象な
どの定性面の問題点分析、対応策の検討や把握可
能なリスクの計量化を行い、自己資本の総額と対比
した定量的管理を行っています。

（令和8年3月期）

余裕額
所要自己資本額
バッファー
総リスク量（①～③の合計額）

信用リスク 市場リスク オペレーショナル
リスク① ②
③

自己資本の額

自己資本比率について

不良債権の状況

債権額合計
108,775百万円

不良債権比率
1.34％

0

5,000

10,000

0

5.00

10.00

金融再生法上の
不良債権

1,461百万円

正常債権　
107,314百万円
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法令等遵守（コンプライアンス）の体制
　当金庫の法令等遵守の最高決議機関は理事会です。その下に常勤理事会、部長会、コンプライアンス委員会、リスク管理委
員会、不祥事委員会を設置しています。法令等遵守の最高責任者を理事長とし、統括部署は総務部法務担当となり、遵守状
況のチェック体制を確立しています。本部各部の責任者は部長、営業店の責任者を店長として、責任者の率先垂範のもと、お
客様保護が私達の使命と自覚し、日々法令等遵守に取り組んでいます。
　法令等遵守体制の実効性を確保するために「東京三協信用金庫行動綱領」「コンプライアンスプログラム」「コンプライアンスマ
ニュアル」を制定するとともに、「コンプライアンス実施計画」に基づき研修等を実施し役職員の法令等遵守体制の向上に努めてい
ます。また、企業倫理やコンプライアンスに関する幅広い知識と経験、判断力を持ち合わせた専門家としての認定を受けた「コンプ
ライアンスオフィサー」を全部店に配置し、その徹底を図っています。また、内部通報制度を確立し、積極的に法令違反などを察知
し、適切な処理を行う態勢を整備するために「内部通報・相談規程」を定め、法令等遵守体制の適切性を確保しています。

　当金庫は、地域のお客様から信頼され安心してお取引をしていただけるよう公共性と健全性の維持に努めています。また、地域
金融機関としての役割を全うし、その信頼性、安全性を確保維持するため自ら責任をもって内部管理体制の確立に努めています。
　当金庫は、「内部統制基本方針」を制定し、営業担当から独立した「コンプライアンス部門」「内部監査部門」「リスク管理部
門」が職務執行状況の検証を行い業務運営にあたっています。また金庫の立場からその社会的責任は最も重要であるとの考え
から各種法令はもちろん社会的規範や企業倫理を守っていくため、法令遵守（コンプライアンス）体制の強化を図っています。

リスク管理部門 内部監査部門 コンプライアンス部門

コンプライアンス委員会リスク管理委員会

統合的リスク管理 内部監査（監査部）

監 事 監 査

自己資本管理 流動性リスク 信用リスク
コンプライアンスプログラム

コンプライアンス実施計画

コンプライアンス研修

コンプライアンスオフィサー

市場関連リスク 資産査定管理

理 事 会 監 事 会

常勤理事会

部 長 会

内
部
統
制

基
本
方
針

内
部
通
報
・
相
談
規
程

行

動

綱

領

オペレーショナル・リスク

事
務
リ
ス
ク

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク

人
的
リ
ス
ク

法
務
リ
ス
ク

風
評
リ
ス
ク

顧
客
保
護
管
理

法
令
等
遵
守
管
理

リスク管理体制

内部管理体制

　社会環境が大きく変化している中で、地域のお客様のお役に立つことを第一主義に、経営の健全性の確保と収益性の向上
のため適切な業務運営に努めています。業務運営に影響を及ぼす様々なリスクを適切に把握し、その発生の未然防止や影響
の最小化、再発防止策などを講じることを重要な課題としています。当金庫では、各リスクが経営に与える重要性を踏まえ、毎月
リスク管理委員会にて報告・協議を行い、必要に応じ理事会、常勤理事会にて協議を行っています。また、リスク管理委員会の
内容については理事会等で報告し、情報の共有化を図っています。
　リスクとは業務運営上の結果が予測しにくい不確実なものであります。そのリスクに備えながら適切な業務運営を実施するた
め、過去のデータなどを分析、評価するとともに、定量化による見える化などの対応をとっています。
　また、大規模災害、重大なシステム障害や風評リスク等の不測の事態に対しては、「危機管理計画対応要領（コンティンジェ
ンシープラン）」を定めています。自然災害発生時には人身の安全等と顧客保護を最優先課題とし、自然災害以外の危機に対
しては窓口業務の継続を優先し、早期にリスク回避を図ることを基本方針としています。

オペレーショナル・リスク自己資本管理 流動性リスク 信 用 リ ス ク

市場関連リスク 資産査定管理 事
務
リ
ス
ク

総
務
部

事
務
部

業
務
部

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク

人
的
リ
ス
ク

法
務
リ
ス
ク

風
評
リ
ス
ク

顧
客
保
護
管
理

法
令
等
遵
守
管
理

理 事 会

監 査 部

常 勤 理 事 会

統 合 的リスク管 理

リスク管理委員会

分
析
・
評
価
・
対
応
策
検
討
検
証

報告
検証

監 事

事 務 部 融 資 部
総合企画部

内部管理体制について
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　当金庫は、マネー・ローンダリング・テロ資金
供与・拡散金融（以下、「マネロン等」といいま
す。）対策に係る基本方針を定め、マネロン等の
防止に取り組んでおります。
　また、マネロン等の防止に向けた対策を経営
上の重要な課題の一つとして位置付け、マネロ
ン等対策統括部署である事務部の担当役員を
責任者として選任し、マネロン等リスクに対して、
組織として適切に対応できる管理体制を構築
し、管理体制の維持・高度化のため、実効性
向上に努めております。

金融ADR制度における当金庫の苦情処理措置および紛争解決措置
　当金庫は、お客様からのご要望・苦情等につきまして「営業店」または「お客様相談センター」「お問合せメール」などで承っ
ております。
　紛争の解決については当金庫営業日（9 時～ 17 時）に「お客様相談センター」「全国しんきん相談所（一般社団法人　全国
信用金庫協会）」にご相談いただければ下記弁護士会にお取次ぎいたします。各弁護士会に直接お申し出いただくことも可能
であり、また東京以外の弁護士会をご利用する方法もあります。例えば、東京の弁護士会とテレビ会議システム等を用いる方法
（現地調停）や案件を移す方法（移管調停）などがあります。ご利用いただける弁護士会については、あらかじめ各東京弁護士
会、全国しんきん相談所または当金庫お客様相談センターにお尋ねください。

顧客保護管理体制
　お客様からの苦情や相談・要望等に適切に対応し、公正かつ誠実に対処し、迅速な対応を心がけ、お客様の利便性の向
上に努めています。また、当金庫は「お客様相談センター」を設け、フリーダイヤルによりお客様からのご相談・ご意見・苦情な
どの受付を行っています。

お客様

営業店 本部関連部署 常勤理事会

理事会

部長会
取
り
纏
め
報
告

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
研
修

指示・指導

理　事　長

常 勤 監 事

監 査 部

担当理事・部長

問題事項

顧問弁護士

不祥事委員会

苦情・相談

金融庁

全国しんきん相談所

業務部
お客様

相談センター

リスク管理委員会

総務部
法務担当

コンプライアンス
委員会

金融ADR制度
東京弁護士会等

反社会的勢力に対する基本方針
個人情報保護方針
利益相反管理方針
金融商品勧誘方針
金融円滑化のための基本方針
お客様本位の業務運営に関する取組み方針

 ● お客様相談センター 0120-0889-18
 ● お問合せメールアドレス info-sankyo@sankyoshinkin.co.jp
 ● 全国しんきん相談所 03-3517-5825
（一般社団法人 全国信用金庫協会）

● 東京弁護士会 紛争解決センター 03-3581-0031 
● 第一東京弁護士会 仲裁センター 03-3595-8588
● 第二東京弁護士会 仲裁センター 03-3581-2249
● 特定非営利活動法人　
　証券・金融商品あっせん相談センター 0120-64-5005

※証券業務に関する苦情・紛争は日本証券業協会からあっせん等の委託を受けた「証券・金融商品あっせん相談センター」でも受付けております。

マネー・ローンダリング・テロ
資金供与・拡散金融対策に
おける管理体制

監査

協議 ※相談照会

相
談
照
会

疑わしい
取引の
届出

指示・承認報告

指
示

指
示

報
告

指
示・承
認

相
談・報
告

相
談・承
認
依
頼

指示・承認報告

指示・承認報告

指示・承認報告監査

監査

報告

監
査
部

・マネロン・テロ資金供与・拡散金融対策責任者（店舗長）
・マネロン・テロ資金供与・拡散金融対策担当者（考査役・次長）

＜報告＞
・マネロン等に係る
情報（反社情報・不
芳情報等）の報告 
等

＜相談・承認依頼＞
・高リスク取引の可
否の照会
・各種リストとの該
当性の照会 等

＜疑わしい取引への対応＞
・反社会的勢力等各種リストの該
当や、取引の態様に不審な点が
あると判断した場合

営業店

当局

弁護士

警察署

暴力追放運動
推進センター

＜関係部署＞
・事務部システム担当
・融資部
・業務部
・総務部法務担当※
・総務部人事研修担当

リスク管理委員会

事務部担当役員

事務部（マネロン等対策統括部署）

理事会

監事

理事長
常勤理事会
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第102期通常総代会 （ハイアットリージェンシー東京）

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員一人一人の意見を最大の価値とする協同組織金
融機関です。したがって、会員は出資口数に関係なく、一人一票の議決権を持ち、総会を通じて当金庫の経営に参加することとな
ります。しかし、会員数がたいへん多いため、総会に代えて総代会制度を採用しています。総代会は、会員の中から適正な手続き
により選任された総代により運営されます。なお、当金庫では、総代会だけではなく、日常の事業活動を通じて、総代や会員との
コミュニケーションを大切にし、さまざまな経営改善に取り組んでいます。

会　員
地区を 4 区の選任区域に分け、選任区域ごとに総代の定数を定めます。

第1区
東京都新宿区

第2区
東京都杉並区

第4区
第1～3区以外の営業地区

第3区
東京都23区の中、新宿区、杉並区を除く21区

会員の総意を適正に反映するための制度 総　代　会 決算に関する事項、理事・監事の選任等重要事項の決定

総代候補者選考委員は「総代候補者選考基準」に基づき総代候補者を選考し、理事長に報
告。理事長は総代候補者氏名を1週間以上営業店掲示場に掲示。この掲示について電子
公告により公告。

②総代候補者の選考

会員の中から総代候補者選考委員を「総代候補者選考委員選考基準」に基づき総代会で
決定し、理事長が選考委員を委嘱。

①総代候補者選考委員の選任
（各区の会員から3名以上）

A）会員から異議がない場合または選任区域の会員数の1/3に達しない会員からの異議
申出があった総代候補者について理事長は総代に委嘱。

B）会員からの異議申立が選任区域の会員数の1/3に達した総代候補者については、当該
候補者に代え上記②の手続きにより他の総代候補者を選考する。ただし、当該総代候補
者の数が、その選任区域の総代の定数の1/2に満たない場合は、改めて選考を行わない
（欠員とする）ことができる。

③総代の選任

総代候補者選考委員の氏名を営業店掲示場に掲示

総代候補者の氏名を営業店掲示場に掲示

総代の氏名を営業店掲示場に1週間以上掲示

　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映する重要な役割を担っており、以下①～③の手続きを経て選
任されています。

　令和8年6月19日に開催した第102期通常総代会において、次の事項
が付議され、それぞれ原案のとおり承認されました。

■ 第102期通常総代会の決議事項等

総代会制度

総代の選任の方法

〔報告事項〕
・監事による監査報告
・第102期（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）業務報告、
　貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

〔決議事項〕
・第1号議案　第102期剰余金処分案承認の件
・第2号議案　会員除名の件
　（1）定款第15条1項（別表2の1項）に関する除名
　（2）定款第15条1項（別表2の5項）に関する除名

・第3号議案　総代候補者選考委員の選任の件
・第4号議案　理事の任期満了に伴う選任の件
・第5号議案　監事の任期満了に伴う選任の件
・第6号議案　退任監事に対する退職慰労金贈呈の件

総代会について
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●総代の定数は70人以上100人以下で、会員数に応じて選任区域ごとに定められています。なお、令和8年6月30日現在の総代
数は83名で、会員数は10,158名です。
●総代の任期は3年です。
●信用金庫運営に、より深い見識を持った総代を維持し、かつ、会員の多様な意見を経営に活かしていくため、総代の定年制
を導入しています。

１．総代候補者は、当金庫の会員でなければならない
２．総代として総代会等に出席可能な方
３．協同組織金融機関の運営に理解ある方で
　（１）当金庫顧客組織（三協会・ビジネスクラブさんきょう等）の役員・委員をお引受けいただいている方
　（２）地域社会で役員・委員を務める方（町会、消防団、保護司、商店会等）
　（３）業界、商工会、その他団体（反社会的勢力は除く）の役員・委員を務める方
　（４）専門的知識（弁護士、公認会計士、医師等）をお持ちの方
　（５）その他総代候補者選考委員が適格と認めた方

東京都新宿区
難波　輝守⑫　穴口　勝彦⑪　飯島　英子⑨　吉鶴　志郎⑧　露木　孝憲⑧　加納　由雄⑦　岩崎　良夫⑦　矢口　　実⑥
馬場　章夫④　星野　高行④　小坂　昌弘③　平山　　茂③　塩崎　耀久③　佐々木健太②　望田　正吾②　薮内　謙治②
佐橋　厚彦②　小式海正彦②　黒須　雄一①　山田　伸一①　上林　俊雄①

第1区（21名）

東京都杉並区
伊田　明行⑭　井口哲次郎⑩　高野　征男⑩　棚部　重夫⑦　島袋　修一⑦　星野　高久⑥　本田　信治④　山本　秀哉③
髙橋　義勝③　鈴木　雅之②　青木　正仁②　平澤　天志①　小代　　勉①　松尾　文治①　田澤　秀人①

第2区（15名）

東京都23区の中、新宿区、杉並区を除く21区
野口　圭也⑩　小林　義之⑧　有山　茂明⑧　川口　志朗⑦　望田　捷敏⑤　須藤　史郎⑤　兼村　　仁⑤　平石　雅也④
藍川　眞樹④　岡庭　伸行④　須藤　康司④　須藤　雅巳③　本多　秀毅③　中村桂一郎③　大橋　伸光③　安藤　一郎②
名嘉　明男②　星野　一歩②　竹島　秀樹②　大沢　良明①　村上　祐一①　関　　康史①　中西　　隆①　今井　　章①

第3区（24名）

東京都立川市、武蔵野市、三鷹市、府中市、昭島市、調布市、小金井市、小平市、東村山市、国分寺市、西東京市、
国立市、狛江市、清瀬市、東大和市、東久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市および埼玉県新座市
福岡　義昭⑩　浅野雄一郎⑧　松村　一夫⑧　西村　　司⑦　小菅　　誠⑥　中田　　茂⑥　石黒　晴夫④　小野寺　透④
篠塚　秋夫④　井上今朝文④　小熊　陸夫④　齊藤　幸司③　荒井　一如③　小菅　正人③　岡本　弥尋③　赤坂　博之②
小菅　満治②　竹内　　章②　永峰　久隆②　中野　良教②　村山　恵一②　浅野　英亮①　小澤　清生①

第4区（23名）

（令和8年6月30日現在、順不同、敬称略、数字は就任回数）

年 代 別

業 種 別

職 業 別

不動産業45.7％、建設業16.8％、卸売業・小売業13.2％、専門・技術サービス業9.6％、
宿泊業3.6％、運輸業2.4％、生活関連サービス業2.4％、製造業1.2％、飲食業1.2％、その他3.6％

会社役員77.1％、個人・その他22.8％

40歳代3.6％、50歳代21.6％、60歳代38.5％、70歳以上36.1％

総代の氏名および総代の選任区域

総代の属性別構成比

総代の定数と任期

総代候補者選考基準
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■ 三協会
　三協会は、昭和 41 年に新宿支店のお客様を中心に発足し、以降全営業店で組織されました。地域交流の活性化、取引先企業の繁栄、
会員相互の親睦を目的としており、各三協会独自の親睦旅行、勉強会、交流会等を実施しています。

■ 地域行事等への参加
　当金庫は、地域の皆さまとの“つながり”や“ふれあい”を大切にしており、地域の祭礼や伝統行事、イベント等に役職員が参加し、地域社会の
活性化、地域文化の発展のお手伝いをしています。また、地域交流の一環として、営業店にて各種催しを実施しています。

■ 金融教育への取り組み

　当金庫は、大正14年の設立以来、地域の皆さまや中小企業、個人事業主の皆さまが会員となり、お互いに助け合い、支え合い、
そして共に発展・繁栄していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の協同組織金融機関です。地域のお客様から
お預かりした大切なご預金は、ご融資という形で資金を必要としている地域のお客様にご利用いただいています。また、こうした金
融機能の提供にとどまらず、文化・環境・教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化へ積極的に取り組んでいます。

地域社会の活性化を目指して

■ 社会福祉協議会への寄付
　令和6年度に取り扱いました、「さんきょう拡充倶楽部定期積金」のご契約総額の0.05％相当額を、当金
庫の営業店が所在する、新宿区、杉並区、中野区、豊島区、西東京市、調布市、府中市の各社会福祉協
議会へ、当金庫より寄付させていただきました。

　営業店にて、地元中学校の職業体験に協力し、社会人としてのマナーや信用金庫の業務等につい
ての研修、通帳の作成体験やお札勘定等を行っています。

 ● 職場体験の受け入れ

　立教大学および東京富士大学にて、当金庫職員が、「信用金庫の業務について～地域金融機関の
業務とその役割～」と題して、信用金庫の歴史や業務内容及び当金庫の事業者支援の取り組み等に
ついての講義を行いました。
　また、東京富士大学では、当金庫職員が講師となり、仕事への理解や職業観を養い、キャリア形成の
支援となることを目的とした対話形式の講義を行いました。
　今後も、地域の金融教育への取り組みを継続していきます。

 ● 大学での金融講義の実施

東京三協信用金庫と地域社会
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携帯助聴器

コミュニケーションボード

電子筆談器

■ お体が不自由な方への取り組み
　少しでも便利に当金庫をご利用いただけるよう、取り組みを進めています。

■ 「年金の日」さんきょう寄席＆いい未来の相談会の開催
　厚生労働省が11月30日を「いいみらい」の語呂合わせで「年金の日」と制定したことを受け、「年
金の日」の周知及び相続等の課題解決を目的として、第一部「さんきょう寄席」、第二部「いい未来
の相談会」を開催しました。
　相談会では、支援機関・提携先企業・専門機関等による相談ブースを設置し、相続税・贈与税、
相続対策・手続き関連、資産有効活用等の参加者様の課題について個別相談を実施しました。

■ 無料相談会の開催
　当金庫では、お客様の持つ様々な悩みを解決するための一助として、外部機関等と連携し、
「年金相談会」「法律相談会」「税務相談会」を開催しています。

■ さんきょう友の会
　さんきょう友の会は、当金庫で年金をお受け取りいただいているお客様の会です（年会費等無
料）。「入会時のプレゼント」「お誕生日プレゼント」「旅行や観劇等のご優待」「金利優遇定期預金
『あんしん　500』」「団体傷害保険『シニアサポーター』」等様々なサービスを提供しています。

■ 相続遺産整理手続きサポート
　相続や遺産整理について、士業専門家や提携先企業と連携し、必要書類の収集、手続き等、
ワンストップでの支援を行っています。
　〇提携先企業：株式会社 NCP相続センター

■ 特殊詐欺被害の未然防止
　西落合支店窓口職員の機転により、特殊詐欺の被害を未然に防止し、警察署より感謝状が授
与されました。一層巧妙化する特殊詐欺に対し、お客様が被害に遭うことの無いよう注意を払い、
場合によってはお振込やご出金の理由を立ち入ってお聞きすることもございますが、お客様の大
切な財産をお守りする方策でございますので、ご理解のほどお願い申し上げます。

■ さんきょうバンキングアプリサービス
　お客様の利便性向上を図るため、スマートフォンにて入出金明細の確認、インターネットバンキングの利用
申込等が行える、さんきょうバンキングアプリサービスを取り扱っています。スマートフォンにてアプリをダウン
ロードし、指紋や顔認証でかんたん・安心にログインが可能です。

 ● 各種ツールの店頭設置

ハンドセット方式
　目の不自由な方に配慮した、タッチパネルを使用しなくても操作を行うことができるATMです。タッ
チパネル脇に備え付けられた受話器に電話機と同配列のキーが取り付けられています。また、受話
器からは操作案内音声が流れます。

　目の不自由な方等が窓口で行う入出金・振込等のお取引に関しまして、ご自身での署名が困難な場
合は、当金庫の職員が複数名立会いのもと、職員が代筆いたします。

 ● 職員の代筆

　ハンドセット方式による音声案内機能が付いた ATMを設置しています。また、ATM の文字は操作
しやすいよう拡大しており、車いすでも利用しやすい設計となっています。

 ● 音声案内付ATMの設置

　車いすの方にも便利にご利用いただけるよう、バリアフリー化に努めています。店内にはバリアフリート
イレ、エレベーターを設置※しています。
※設置店舗：本店、井荻駅前支店、高井戸支店、調布支店、東伏見支店

　全営業店の窓口に「電子筆談器」「携帯助聴器」「コミュニケーションボード」を設置しています。

 ● 通帳の文字を見やすく
　預金通帳等に、ユニバーサルデザインの考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

 ● バリアフリー化
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経営革新等に取り組む中小企業への支援
　当金庫は、平成 25 年 2 月 1 日付けで、「中小企業経営力強化支援法」に基づき、財務省関東財務局並びに経済産業省関
東経済産業局から「経営革新等支援機関」として認定を受けました。事業の発展を目指し、経営革新等に取り組む中小・小規
模事業者の皆さまに寄り添い事業計画の策定支援や実施に関するサポートを行います。

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」及び「事業承継時に焦点を当てた『経営者保証に関するガイドライン』の特則」の趣旨や
内容を十分に踏まえ、お客様からお借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対応するため、「経営者保証に関する取組方針」を
以下のとおり策定しています。同取組方針に基づき、経営者保証の必要性については、お客様との丁寧な対話により、法人と経営者の関係
性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。

■ 経営者保証に関する取組方針及び「経営者保証に関するガイドライン」への取組状況

　営業店にて、中小企業診断士や社会保険労務士等を講師に招き、様々なテーマの事業者様向け
セミナーを開催しています。

■事業者様向けセミナーの開催

　産業競争力強化法に基づく新宿区認定の特定創業支援等事業として、令和8年2月5日～26日に
かけ、創業スクール（全4回）を開催しました。

■ 創業スクールの開催

新規に無保証で融資した件数
新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合
保証契約を解除した件数
経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

令和7年度令和6年度
651件
69.03%
14件
0件

577件
59.24%
6件
0件

　当金庫では「経営者保証に関するガイドライン」（以下、「ガイドライン」という。）の趣旨や内容を踏まえ、ガイドラインを融資慣行として浸
透・定着させていくために、以下の通り取り組みます。

１．お客様が融資等資金調達のお申し込みをした場合、当金庫では、お客様のガイドラインの要件の充足や経営状況等を総合的に
判断する中で、経営者保証を求めない可能性や経営者保証の機能を代替えする融資手法（一定の金利の上乗せ等）を活用す
る可能性について、お客様の意向を踏まえたうえで検討いたします。

２．上記の検討を行った結果、経営者保証を求めることが止むを得ないと判断し、経営者保証を提供いただく場合、当金庫はお客様
の理解と納得を得ることを目的に、保証契約の必要性等に関する丁寧かつ具体的な説明を行います。

３．経営者保証を提供いただく場合、お客様の資産及び収入の状況、融資額、信用状況、情報開示の姿勢等を総合的に勘案して、
適切な保証金額の設定に努めます。

４．お客様から既存の保証の変更・解除等の申入れがあった場合は、ガイドラインに即して改めて経営者保証の必要性や適切な保
証金額等について真摯かつ柔軟に検討を行うとともに、その検討結果について丁寧かつ具体的な説明を行います。

５．事業承継時には、原則として前経営者、後継者の双方から二重で経営者保証は求めないこととし、例外的に二重に保証を求める
ことが必要な場合には、丁寧かつ具体的な説明を行います。

　 また、後継者に当然に保証を引き継いでいただくのではなく、その必要性を改めて検討いたします。
６．お客様からガイドラインに基づく保証債務整理の申出を受けた場合には、ガイドラインに即して誠実に対応致します。

 ● 経営者保証に関する取組方針

 ● 「経営者保証に関するガイドライン」への取組状況

お客様支援の取り組み
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　昭和 63 年に発足したビジネスクラブさんきょうは、法人代表者および個人事業主の皆さまを中心に
組織され、会を通じて、会員相互の事業の発展、ビジネスマッチング、見識とネットワークを広げるため
の活動を実施しています。令和 7 年度は、総会、勉強会、企業合同忘年会、新春講演会、賀詞交歓
会を開催しました。

■ ビジネスクラブさんきょう（BCS）

　支援機関（東京都よろず支援拠点、東京都事業承継・引継ぎセンター、東京都多摩地域事業承
継・引継ぎ支援センター、東京都中小企業活性化協議会、東京都信用保証協会）が一堂に会し、各
機関の支援メニューや知見を持ち寄り、メイン金融機関と共に様々な経営課題を抱える中小企業に
対する支援方針を協議する、「東京チームサポート　アシスト会議」を開催し、当金庫渉外担当者が事
業者様の現在の課題等を報告した上で、経営改善に向けた今後の支援方針を議論しました。

■ 東京チームサポート　アシスト会議の実施

　営業店にて、「東京都よろず支援拠点」及び「しんサポ（金融・経営一体型支援事業）」のコーディ
ネーターによる出張個別相談会を開催しました。

■ 「東京よろず支援拠点」「しんサポ」個別相談会の開催

　当金庫東伏見支店及び保谷支店のお取引先が、東京都信用金庫協会・しんきん協議会連合会・
東京事業経営者会が主催するしんきん優良企業表彰において、優秀賞を受賞されました。しんきん優
良企業表彰は、信用金庫のお取引先企業の中から優れた成果をあげられた企業を選出する制度で
あり、表彰対象企業約 12,000 社の中から、40 社が各賞を受賞されました。

■ しんきん優良企業表彰

　当金庫は、支援機関・提携先企業・専門機関・専門家等と連携を図り、お客様の課題解決に向けた支援を行っています。
■ 支援機関・提携先企業・専門機関等との連携

地域での創業・起業について、連携支援機関、民間シェアオフィス、東京富士大学、外部専門家等と連携し、各々の強みを活かしたワンストップ
での支援を行っています。

創業・起業の支援

・東京都よろず支援拠点 ・東京都中小企業振興公社 ・中小企業基盤整備機構 ・東京商工会議所 ・（株）日本政策金融公庫連携支援機関等

所有されている不動産の空室対策や建物の老朽化対策、相続対策などの不動産のご活用について、提携先企業と連携し、各社の特性を
活かした様々な支援を行っています。

所有不動産有効活用の支援

■建設・リフォーム
・大成ユーレック（株）
・大成建設ハウジング（株）
・大和ハウス工業（株）
・ミサワホーム（株）
・積水ハウス（株）
・三菱地所ホーム（株）
・パナソニックホームズ（株）
・髙松建設（株）
・旭化成ホームズ（株）

■不動産管理
・（株）マルイホームサービス
・東急住宅リース（株）
■不動産売買
・野村不動産ソリューションズ（株）
・大成有楽不動産販売（株）
・ミサワホーム不動産（株）
・大和ハウスリアルエステート（株）
・京王不動産（株）

■コンビニエンスストア
・（株）セブン-イレブン・ジャパン
・（株）ファミリーマート
・（株）ローソン

提 携 先 企 業

後継者への事業引継ぎ、後継者対策等について、支援機関、提携先企業と連携して支援を行っています。当金庫を通じて、提携先企業等に相
談をすることで、お客様の課題等の整理や具体的な対応策について助言を受けられます。

事業承継の支援

・東京都中小企業振興公社
・東京都よろず支援拠点
・T2BASE多摩・島しょ経営支援拠点

・東京都事業承継・引継ぎ支援センター
・ビジネスサポートデスク東京西
・中小企業基盤整備機構

・地域金融機関による事業承継
　ネットワーク構築支援事業

連携支援機関等

・税理士事務所クオリス ・信金キャピタル（株）提 携 先 企 業 等

従業員の確保や福利厚生の充実について、支援機関、提携先企業と連携し支援を行っています。
また、当金庫と職域サポート契約を締結いただいている事業所の従業員様向けに、優遇商品（金利優遇住宅ローン等）を充実させ、福利厚
生面における事業支援を行っています。

人材確保の支援

・東京都よろず支援拠点　　 ・東京都中小企業振興公社　　 ・公益財団法人 東京しごと財団連携支援機関等
・ミイダス（株）　　            ・（株）マイナビ提 携 先 企 業

煩雑な助成金・補助金の申請手続等の支援として、提携先企業と連携し、「情報提供」から「申請手続」まで対応することができる「Jシステム」を
取り扱っています。

助成金・補助金自動診断サービス

・（株）ライトアップ提 携 先 企 業

初期投資を抑えた業務用設備の導入やリース活用について、提携先企業等と連携し支援を行っています。
業務用設備の導入・リース活用等の支援

・（株）NEXYZ. ・しんきんリース（株）提 携 先 企 業 等
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　当金庫は、金融仲介機能を十二分に発揮することで、お客様・地域・当金庫の共生を目指すべく、お客様の資金調達への対応や成長を
支援し、地域の活性化に向けて取り組んでいます。

 ● 課題解決対応シートの受付件数及び内訳

 ● 事業別のマッチング成立件数

（単位：件）
令和7年度 対前期比
321
279
230
41
77

令和6年度
312
238
200
56
108

9
41
30
△15
△31

課題解決対応シートの受付件数
うち、ビジネスマッチング紹介件数
うち、ビジネスマッチング成立件数
うち、関与した創業件数 
うち、国の中小企業支援策の活用を支援した件数

（単位：件）

※課題解決対応シートの内容が複数の項目にまたがっているケースがあるため、受付件数と内訳の合計は一致しません。

　当金庫は、お客様の課題解決に向け、積極的に取り組んでいます。
　令和 7 年度は、ビジネスマッチング紹介件数 279 件のうち、230 件が成立（商取引に発展）しました。なお、当金庫との協調融資等の金融支
援上のマッチングも含めています。

　当金庫は、地域の活性化を目指し、地元での創業をお考えの方への支援に積極的に取り組んでいます。

 ● 創業・第二創業を支援した件数及び支援内容の内訳 （単位：件）

関与した創業件数
創業計画書の策定支援
創業期の融資【プロパー】
創業期の融資【信用保証付】
政府系金融機関や創業支援機関への紹介
助成金・投資の支援

関与した第二創業件数

対前期比
△15
1

△3
△9
△4
0
0

 ● 取引先の本業支援に関連する中小企業支援策を活用した先 （単位：先）
対前期比
△8
0

△23
0
0

△31

中小企業基盤整備機構の各種支援策の活用
認定支援機関の経営改善支援
よろず支援拠点の活用
各種補助金の支援
知的資産経営報告書の策定支援

合　計

令和6年度
27
0
81
0
0

108

令和6年度
56
17
10
16
13
0
0

令和6年度
マッチング成立件数

200

内訳

民間事業先 44 17
10
17

20
10
9

27
4
81
5
0

士業専門家 39

公的支援機関 117

内訳（細目）

内訳（細目）

内訳（細目）

不動産業
建設業
その他民間事業先

司法書士
税理士
その他士業専門家

中小機構
日本政策公庫
よろず支援拠点
創業支援機関
その他公的支援機関

対前期比
マッチング成立件数

30

内訳

民間事業先 △5 不動産業 △7
建設業 6
その他民間事業先 △4

司法書士 △5
税理士 19
その他士業専門家 40

中小機構 △8
日本政策公庫 7
よろず支援拠点 △23
創業支援機関 △5
その他公的支援機関 10

士業専門家 54

公的支援機関 △19

内訳（細目）

内訳（細目）

内訳（細目）

■ 取引先企業の支援

■ 新規事業開拓を目指す取引先企業等への支援

お客様支援の取り組み

令和7年度
マッチング成立件数

230

内訳

民間事業先 39 10
16
13

15
29
49

19
11
58
0
10

士業専門家 93

公的支援機関 98

内訳（細目）

内訳（細目）

内訳（細目）

不動産業
建設業
その他民間事業先

司法書士
税理士
その他士業専門家

中小機構
日本政策公庫
よろず支援拠点
創業支援機関
その他公的支援機関

令和7年度
19
0
58
0
0
77

令和7年度
41
18
7
7
9
0
0
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主な商品・サービス

■ 個人向けご融資
ローン名 特　長 ご利用限度額 期　間 担保・保証

入学金、授業料、受験料、お稽古の費用、就学
用住居の家賃・敷金など、子育て全般にご利
用いただけます。

8年以内300万円以内
（1世帯あたり）

無担保、要連帯保証人さんきょう
子育て支援ローン

種　類 特　長 融資金額 期　間
事業者カードローン
信用保証協会の保証により、事業資金にご利用いただけます。

1年または2年100万円以上
2,000万円以内

当座貸越

一般商業手形、電子記録債権の割引をご利用いただけます。

融資金額や貸出期間、条件などは、
営業店担当者にご相談ください。

手形割引
（電子記録債権割引）

仕入資金などの短期資金にご利用いただけます。手形貸付

設備資金などの長期資金にご利用いただけます。証書貸付

東京都および区・市の制度融資を取扱っています。各種制度資金

日本政策金融公庫、信金中央金庫などの代理貸付制度を
取り扱っています。

代理貸付

お使いみちは自由で、おまとめ資金や事業
資金にもご利用いただけます。

３ヵ月以上
10年以内

500万円以内 一般社団法人しんきん保証基金多目的さんきょう
フリーローン

お買いものやレジャーなど、健康で文化的な生
活を営むために必要な資金にご利用いただけ
ます。（事業資金等にはご利用いただけません）

３ヵ月以上
10年以内

500万円以内 一般社団法人しんきん保証基金ライフローン

自動車・オートバイ・自転車の購入、免許取得、車
検の費用支払いなどにご利用いただけます。

3ヵ月以上
15年以内

1,000万円以内 一般社団法人しんきん保証基金さんきょう
カーローン

受験費用、入学金、授業料、設備費、教材費、留
学費用、引越費用など、入学または在学するた
めに必要な資金にご利用いただけます。

3ヵ月以上
16年以内

1,000万円以内 一般社団法人しんきん保証基金さんきょう
教育ローン

お使いみちは自由で、おまとめ資金や事業
資金にもご利用いただけます。

6ヵ月以上
15年以内

1,000万円以内 株式会社クレディセゾンさんきょうフリー
ローン「自由自在」

リフォーム(増改築・修繕)資金およびそれに
伴う諸費用にご利用いただけます。

3ヵ月以上
15年以内

1,000万円以内 一般社団法人しんきん保証基金さんきょう
リフォームローン

お使いみち自由
限度内であればローンカードで何回でもご
利用いただけます。

5年更新500万円以内 信金ギャランティ株式会社さんきょうカードローン
「きゃっする」

同上 3年更新残高スライド型300万円以内
極度スライド型100万円以内

一般社団法人しんきん保証基金しんきん
カードローン

自宅におけるオール電化・太陽光発電・電気自
動車用充放電設備・太陽光発電・燃料電池等の
省エネ住宅設備資金にご利用いただけます。

3ヵ月以上
15年以内

1,000万円以内 一般社団法人しんきん保証基金ECOリフォーム

空き家解体費用およびそれに伴う諸費用
（建物解体後の滅失登記費用等を含む）にご
利用いただけます。

3ヵ月以上
15年以内

500万円以内 一般社団法人しんきん保証基金さんきょう
空き家解体ローン

介護用機器の購入・設置費用（介護用ベッドや車椅子
の購入費用、浴室や階段への手すりの設置費用等）、
老人ホーム入居一時金等にご利用いただけます。

3ヵ月以上
10年以内

500万円以内 一般社団法人しんきん保証基金介護ローン

■ 事業者向けご融資

（令和8年6月30日現在）

新築、増改築、土地・建物の購入、他行借入の
切替の際にご利用いただけます。
所定の条件を満たした場合、優遇金利を適
用いただけます。

35年以内
40年以内

1億円以内 （全国保証株式会社）
（一般社団法人しんきん保証基金）

さんきょう
住宅ローン

業務のご案内
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種　類 特　長 期間等
普通預金と定期預金を 1 冊にセットした口座です。定期預金の 90％
（最高 500 万円）まで、自動的にご融資が受けられます。

出し入れ自由総合口座 
（普通預金／定期預金）

預金保険制度によって全額保護される利息のつかない普通預金です。
自動振替等一般の普通預金と同じ機能があります。

出し入れ自由決済用普通預金
（無利息型）

預入日より 6ヶ月毎ごとに金利が見直しされます。3 年ものは、お利息
が半年複利で計算されます（個人、定型のみ）。

1年・2 年・3 年（単利・複利）変動金利定期預金

店頭表示金利に 0.10％を上乗せします。また、本定期積金契約後、
満期までの間に「さんきょう子育て支援ローン」をご利用される場合、
取扱金利を当金庫基準金利より0.50％優遇します。

3年（36ヶ月）～5年（60ヶ月）さんきょう
子育て支援定期積金

お財布、家計簿代わりにご利用ください。各種公共料金の自動支払、
給与・各種年金等のお受取に便利です。

出し入れ自由普通預金

主に法人・個人事業主のお客様の事業資金決済口座としてご利用いた
だける預金です。
※令和 7 年 2 月より、当座預金の新規口座開設を停止しております。

出し入れ自由当座預金

ごく短期間まとまった金額の運用にご利用ください。
お引き出しは、ご連絡の 2 日後となります。

7日以上通知預金

一定の金額を最低残高として出し入れ自由な預金です。貯蓄預金 出し入れ自由

3年、4 年、5 年もののお利息は半年複利で計算されます（個人のみ）。スーパー定期預金 1ヶ月～5 年

当金庫で公的年金をお受け取りいただいている方に、お一人さま
500 万円まで、店頭表示金利に 0.10％を上乗せします。

1 年年金あんしん定期預金
「あんしん500」

マル優対象者の方に、お一人さま350万円まで、店頭表示金利に
0.20％を上乗せします。

1 年福祉あんしん定期預金
「あんしん350Ⅱ」

1 千万円以上のまとまった資金を安全に運用できます。 1ヶ月～5 年大口定期預金

将来の生活設計・事業拡張のために、目標を定め、毎月無理のない
積立で必要な資金作りにご利用ください。

6ヶ月～ 5 年（60ヶ月）定期積金

1 年複利の定期預金です。1 年据置期間経過後、1ヶ月前の予告で一部
払出もできます（個人のみ）。

3 年以内
（据え置き期間 1 年含む）

期日指定定期預金

当金庫で、国民年金、厚生年金・各種共済年金等公的年金のお受取
りをご予約いただいた方に、店頭表示金利に 0.15％を上乗せします。
（契約時点で満 59 歳以上の個人のお客様に限ります。）

６ヶ月～５年（60ヶ月）年金予約定期積金
「輝き」

納税に備える専用の預金です。 納税時納税準備預金

■ 預金商品

貯蓄目的は自由で給料やボーナスから天引きで積み立てる預金です
（課税対象）。

3 年以上一般財形預金

ゆとりある老後のための計画的貯蓄です。一定の要件を満たせば非課
税特典がご利用できます。

5 年以上財形年金預金

住宅プランに最適です。毎月計画的にお積み立てください。一定の要
件を満たせば非課税特典がご利用できます。

5 年以上財形住宅預金

（令和8年6月30日現在）

1年（12ヶ月）～5年（60ヶ月）さんきょうトリお100 預金目標額 100 万円以上の蓄財型定期積金です。コツコツ貯めて大き
く増やせます。満期時に定期預金へお振替すると、店頭表示金利に
0.10％を上乗せします（1 年間）。

1年・2年・3年
（自動継続後の利率は、継続日にお
ける店頭表示利率を適用します）

相続定期預金
「つながり」

当金庫又は他の金融機関での相続手続きにより取得した資産を原資にお
預けいただ方に店頭表示金利に1年もの0.10％、2年もの0.15％、3年
もの0.20％を上乗せします。

1 年
（自動継続後の利率は、継続日にお
ける店頭表示利率を適用します）

みまもり定期預金
「ことぶき」

特殊詐欺等の未然防止を目的とした定期預金です。お一人さま50万円
～1,000万円まで、普通預金から定期預金（通帳式もしくは証書式）へ
お振替すると、店頭表示金利に0.05%を上乗せします。
契約時65歳以上の方に限ります。

業務のご案内
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特　長

電子記録債権法に基づき「でんさいネット」を利用して提供する決済サービスです。
手形や売掛債権を電子記録として扱い、事業の利便性向上やコスト削減に役立ちます。

さんきょうでんさいサービス

インターネットバンキングの契約がなくても「でんさい」を利用できるサービスです。
スマートフォンやタブレットからでも利用可能です。

でんさいライト

アプリを使用し、10 万円までの個人宛送金がお得にご利用いただけるサービスです。
口座番号指定での送金だけではなく受取側が事前に設定した携帯電話番号やメールアドレス
宛への送金が可能です。

ことら送金

「QR コード決済」や「ことら送金」等がご利用いただける金融機関共通のスマートフォンアプリ
です。全国の多くの金融機関が参加しており、ご利用中の普通預金口座等を登録してご利用い
ただけます。

Bank Pay

アプリを入れることで、スマートフォンから普通預金の入出金明細照会、インターネットバンキン
グ利用申込等が可能です。（個人のお客様に限ります）

さんきょうバンキングアプリ
サービス

個人向け　（サービス基本手数料：無料）
パソコンやスマートフォンから振込や残高照会、各種料金支払い等が可能です。
事業者向け　（サービス基本手数料：月額 2,200 円）
ご利用のパソコンから振込、給与振込や残高照会、各種料金支払い等が可能です。

インターネットバンキング

■ WEBサービス

　当金庫の本支店をはじめ、日本全国の金融機関をオンラインで結ぶネットワークにより迅速で正確な送金、振込、代金取立等
の為替業務を行っています。また、全国の信用金庫が提携して、全国の信用金庫ATMおよびCDの利用手数料を無料※にす
る「しんきんゼロネットサービス」を実施しています。
　● しんきんゼロネットサービスご利用時間帯
平　日／ 8：45～18：00 の入出金　　土曜日／ 9：00～14：00 の出金

　※サービスご利用時間帯以外は手数料がかかります。

■ 内国為替業務

特　長

現在お手持ちのキャッシュカードを利用して、加盟店でのお買い物やサービス料金などのお支
払いが手数料なしでご利用できます。

デビットカードサービス

ATM のマルチリーダに納付書の QR コードをかざすと、地方税等の納付処理を行えます。ATMでの地方税統一
QRコード収納

ご指定の預金口座から、電気・ガス・水道・電話・NHK の 5 大公共料金をはじめ、税金・保険料・
各種クレジットなどの自動支払いができます。

自動支払いサービス

シニアサポーター………………………………………… さんきょう友の会会員向け団体傷害保険
しんきんグッドすまいる………………………………… 住宅ローン関連の火災保険
しんきんグッドパスポート……………………………… 海外旅行の傷害保険
ほしい安心で「生きる」を彩る保険  あんしんパレット … 医療保険
あなたによりそうがん保険  ミライト ………………… がん保険

保険代理店業務

■ その他の主なサービス

（令和8年6月30日現在）

給与・年金・配当金等がご指定の預金口座に自動的に振込まれます。自動受取りサービス

ATM で振込めば、窓口での振込手数料よりお安くなります。ATM振込

口座振替の利用による集金代行サービスです。しんきん自動集金サービス

しんきん VISA カード・しんきん JCB カードなど各種クレジットカードを取り扱っております。クレジットカード

資産の安全な保管にご利用ください。貸金庫

毎月ご指定日に指定先へ一定金額の送金ができます。定額自動送金

アンサーサービス：FAX で振込通知や残高照会ができます。
ホームバンキング：会社やご家庭のパソコンで振込や残高照会等ができます。

しんきんテレホンサービス
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※記載の手数料には消費税（10％）相当額が含まれています。

● 振込手数料
当金庫同一店舗内
当金庫他店舗宛
他金融機関宛
付帯物件付

無料
220 円
495 円
660 円

無料
440 円
660 円
770 円

5万円未満 5万円以上
窓口利用

当金庫同一店舗内
他金融機関宛
当金庫他店舗宛

無料
385 円
110 円

無料
550 円
330 円

ATM、インター
ネットバンキング

1 件につき 660 円振込・送金組戻

■ 主な手数料のご案内

● 証明書発行手数料（各1通につき）
550 円
660 円

1,100 円
2,200 円

当金庫書式（自動発行）
当金庫書式（都度発行）
当金庫書式（相続用）
お客様指定書式

残高証明書
利息証明書

3,300 円融資内定証明書

110 円取引履歴明細交付

550 円遺産分割前相続預金払戻し証明書

（令和8年6月30日現在）

● 再発行手数料
1 冊 1,100 円預金通帳

1 枚 1,100 円預積金証書

1 枚 1,100 円キャッシュカード等 ※

1 枚 1,100 円貸金庫カード ※

● 代金取立手数料（各1通につき）
440 円代金取立

1,100 円取立手形組戻

1,100 円取立手形不渡返却

1,100 円依頼返却

5,500 円異議申立預託手続

1,100 円電子交換所不参加金融機関取立

● 未利用口座管理手数料
年額 1,320 円2年以上お取引のない普通預金口座

※以下の場合は対象外となります。
・当該預金口座の残高が1万円以上ある場合
・同一支店で他にお預かり預金（定期預金等）がある場合
・お借入がある場合

● 個人情報開示手数料
1 枚 440 円取引履歴

特定日ごと 2,200 円取引残高

880 円氏名・住所・生年月日等

1 項目ごと 1,100 円その他の項目

実費郵送する場合
※所要費用が手数料額を超える場合は、別途、実費をいただきます。

● 融資事務手数料
住宅・消費ローン繰上返済手数料※1
固定金利から変動金利への変更
証書貸付返済方法変更
固定金利選択型固定金利適用期間終了後再度固定金利選択
住宅ローン完済手数料（借り換え）※2
融資繰上一部返済手数料※3
融資期日前全額返済手数料※3
条件変更手数料※4
不動産担保変更手数料※5

5,500 円
5,500 円
5,500 円
5,500 円
33,000 円
5,500 円
11,000 円
5,500 円
11,000 円

融資条件変更等手数料
（各1件につき）

設定事務手数料※6

抹消事務手数料（当金庫職員立会いの場合）※6
55,000 円
11,000 円

1 案件につき担保物件取扱手数料

※6 該当物件が当金庫営業区域外の場合、別途実費をいただきます。

※1 融資ご完済も含みます。　※2 残高 5,000 千円以上で他行への借り換えの場合。
※3 手数料をいただかない場合があります。詳細は窓口にお問い合わせください。
※4 受付 1 回につき。　※5 不動産担保の各種変更手続きの際必要となります。

● 硬貨入金手数料（ATM・入金機等除く）
1～200枚

201～500枚
501～1,000枚
1,001枚以上

無料
550円

1,100円
500枚毎に550円加算

窓口利用
渉外対応

※一度のお取引で複数回に分けてご入金された場合、合算した枚数に応じた手数料をいた
だきます。
※硬貨算定後にお取引を取り止める場合や金額を変更される場合も、手数料をいただきます。
※お振込を硬貨で行う場合も、硬貨の枚数に応じた手数料をいただきます。
※「募金」「寄付金」「義援金」等を目的とする場合は無料とします。

● 金種指定出金手数料
1～50枚

51～500枚
501～1,000枚
1,001枚以上

個人：1日1回無料
1日2回以上550円
法人：　　 550円

550円
1,100円

500枚毎に550円加算

窓口利用
渉外対応

※一万円札は枚数から除外しますが、一万円を含む新券指定は手数料をいただきます。
※一度のお取引で複数回に分けてご出金された場合、合算した枚数に応じた手数料をいた
だきます。

● 円貨両替手数料
　　1 ～ 500 枚
501～1,000 枚
1,001 枚以上

550 円
1,100 円

500枚毎に550円加算

窓口利用

※ 両替枚数は、「お受取り枚数」もしくは「お渡し枚数」のうち、どちらか多い枚数とします。
※ 同一金種の新券への両替は、1 日 1 回 10 枚まで無料です。
※ 汚損、毀損した現金の両替は、同一金種への交換の場合のみ無料です。
※ 記念硬貨への両替は無料です。（記念硬貨からの両替は手数料の対象となります）

● 口座開設手数料
16,500 円破産管財人等特殊口座

※破産管財人、相続財産管理人、相続財産清算人、不在者財産管理人、遺言執行者、遺産整
理受任者、その他法に基づく専門的な資格を有する者が代理人として開設する口座を作
成した場合。

● 相続時口座照会手数料
5,060 円相続時口座照会

■東京三協信用金庫　適格請求書発行事業者登録番号：T4011105001119

業務のご案内
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西武新宿線

東西線

中央線

京王線
井の頭線

山手線

吉祥寺

明大前
渋谷

新宿

高田
馬場

池袋下落合
ATMコーナー

早稲田支店

西落合
支店

鷺宮
支店

井荻駅前
支店

高井戸支店

東伏見
支店

調布支店

府中支店

保谷
支店

池袋支店

本店・本部

新宿支店

明大前
渋谷

お は や く いーはなし

ホームページアドレス

お客様相談センター

キ ャ ッ シ ュ カ ー ド
夜間・休日緊急連絡先

：

：

：

https://www.shinkin.co.jp/sankyo/
    0120-0889-18 （受付 9：00～17：00 金融機関休業日は除く）

03-6433-1979 （しんきんサービスセンター）

営業地区
東京都　区の存する地域および

立川市　武蔵野市　三鷹市　府中市　昭島市　調布市　小金井市　小平市　東村山市　国分寺市　西東京市
国立市　狛江市　清瀬市　東大和市　東久留米市　武蔵村山市　多摩市　稲城市

埼玉県　新座市

※調布支店は、11：30より12：30まで窓口を休止しています。
（令和8年6月30日現在）

本 部
　
本 店

（下落合ATMコーナー）

新 宿 支 店

井荻駅前支店

高 井 戸 支 店

調 布 支 店

03-3200-7124（代）
　
03-3200-7121

03-3356-6711

03-3390-4111

03-3333-8811

042-483-6511

新宿区高田馬場 2-17-3

新宿区高田馬場 2-17-3

新宿区下落合 1-16-7

新宿区新宿 2-18-3

杉並区上井草 1-24-2

杉並区高井戸東 4-8-18

調布市小島町 1-31-3

〒169-0075
　
〒169-0075

〒161-0033

〒160-0022

〒167-0023

〒168-0072

〒182-0026

東伏見支店

府 中 支 店

保 谷 支 店

早稲田支店

鷺 宮 支 店

西落合支店

池 袋 支 店

042-462-1555

042-365-8111

042-423-1911

03-3204-2211

03-3999-2011

03-5996-2711

03-3984-3551

西東京市富士町 2-11-12

府中市清水が丘 3-26-15

西東京市泉町 2-14-19

新宿区西早稲田 1-9-18

中野区上鷺宮 1-4-2

新宿区西落合 2-10-1

豊島区西池袋 5-4-6

〒202-0014

〒183-0015

〒202-0011

〒169-0051

〒165-0031

〒161-0031

〒171-0021
※

連絡先
（本店 03-3200-7121）

　財務状況等のより詳細な情報は、当金庫ホームページに掲載しております、「東京三協信用金庫の現況のご報告2026
【資料編】」をご覧ください。
　また、スマートフォンの方は、右記二次元コードよりご覧いただけます。

■ 【資料編】のご案内

店舗一覧
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環境に優しい「植林紙」と
「植物油インク」を使用しています。

お客様と共に歩んで100年これからも共に歩む「未来」


